


線香番

裸参り

神輿渡御

起こし太鼓

御幣迎え

籤取り式

十三日番

狂言執行

登り山

役者夕渡り

起こし太鼓

春季大祭

役者朝渡り

長刀組太刀渡り

長刀組翁招き

鳳輦神幸
狂言執行

御旅所神前入り

神輿還御

戻り山

後宴狂言執行
子ども歌舞伎観劇会

御幣返し

月　日 行　事 時 間 ・ 場 所

午後6時

午後8時以降

午後6時30分

未明

午前7時

午後1時

午後6時頃より

午前中

午後～午後4時
長刀組は壱番山通過挨拶後出発

午後6時

未明

午前7時

午前8時30分までに

午前9時10分までに

午前　9時25分

午前　9時45分

午前　9時45分

午前10時20分～午後1時

長刀組、鳳輦渡御、暇番山が順次御旅所神前入り

午後7時　神輿還御・鳳輦還幸

午後8時 

出番山組町内にて（昼夜）

午前10時45分

午前8時

出番山稽古場

八幡宮→豊国神社→御旅所

全山組町内

八幡宮　　

八幡宮

出番山組町内にて狂言執行

出番山組町内

四番山から順次八幡宮

御旅所到着（午後4時）　

八幡宮 → 一八屋辻

全山組町内

八幡宮

八幡宮到着

八幡宮到着

豊国神社にて斎行

八幡宮にて執行

御旅所から各山組、曳山博物館へ

長浜文化芸術会館

八幡宮

13日

14日

15日

16日

17日

4月9日

9～12日

12日

以後、参道途中の例席と御旅所にて狂言執行

各出番山組町内→八幡宮→豊国神社→各出番山組町内

ほうれん

祭典行事日程表
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豊
臣
秀
吉
公
が
長
浜
の
町
を
開
い
て
　

450　
年
と
な
る
の
を
記
念
し
て
、
4
月
15
日(

本
日)

御
旅
所
に

13
基
す
べ
て
の
山
車
が
勢
揃
い
し
ま
す
。

子
ど
も
狂
言
が
演
じ
ら
れ
る
山
組
は
全
部
で
12
組

※

毎
年
4
山
組
が
演
じ
ま
す

髙砂山

靑海山

月宮殿春日山

諫皷山

猩々丸

長刀山

鳳凰山壽　山

長
浜
開
町  

450  

年
記
念　

曳
山
全 

13
基
が
勢
揃
い

常磐山

翁 山

萬歳樓

孔雀山

令和 5年度令和 6年度

令和 7年度
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金
幣
奉
持
者　
　
　

 

大　

野　

冬　

馬　
（
13
歳
）

具　

足　
　
　
　
　

  

柳　

田　

湊　

多　
（
14
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

塚　

田　

喬　

介　
（
13
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

野　

村　

歩　

夢　
（
13
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

阿　

蘓　

陽　

志　
（
12
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

浅　

野　
　
　

響　
（
12
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

竹　

備　

大　

雄　
（
12
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

足　

立　

大　

翔　
（
11
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

寺　

田　
　
　

光　
（
9
歳
）

床
几
持　
　
　
　
　

  

阿　

蘓　

楓　

弥　
（
5
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

浅　

野　
　
　

纏　
（
5
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

伊　

吹　

和　

真　
（
4
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

大　

宮　

叶　

真　
（
4
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

伊　

吹　

真　

一　
（
4
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

福　

谷　

隼　

叶　
（
4
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

吉　

田　
　
　

惺　
（
3
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

伊　

吹　
　
　

純　
（
2
歳
）

長
刀
山

三
番
叟

役　

者　
　
　

 

　
　
　
　

田　
　
　

櫂　
（
10
歳
）

振　

付　
　
　
　
　

  

岩　

井　

小
紫
八
（
三
役
修
業
塾
）

太　

夫　
　
　
　
　

  

竹　

本　

和
太
夫
（
三
役
修
業
塾
）

三
味
線　
　
　
　
　

  

豊　

澤　

太　

吾
（
三
役
修
業
塾
）

　

子
ど
も
狂
言
を
演
じ
る
他
の
12
基
と
は
違
っ
た
形
で
、
大
き
な
3
つ

の
車
輪
が
つ
い
て
い
ま
す
。

上
に
は
太
刀
渡
り
に
用
い
た
太
刀
と
の
ぼ
り
を
飾
り
つ
け
ま
す
。
こ
の

山
は
長
濱
八
幡
宮
に
は
行
か
ず
14
日
に
直
接
御
旅
所
へ
す
え
つ
け
ら
れ

ま
す
。
戻
り
山
で
は
、
先
頭
に
な
っ
て
出
発
し
ま
す
。

　

三
番
叟
は
能
の
演
目
「
翁
」
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
す
。

「
翁
」
は
番
付
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
最
初
に
演
じ
ら
れ
、
人
形
浄
瑠
璃
や

歌
舞
伎
も
そ
れ
に
倣
い
、
幕
開
け
に
演
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
浜
曳
山

ま
つ
り
も
そ
れ
を
踏
襲
し
、
幕
開
け
で
あ
る
壱
番
山
で
演
じ
ら
れ
ま
す
。

さ
ん
ば
そ
う

な
ぎ
な
た
や
ま

長
刀
組
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あ
ら
す
じ

　

こ
こ
は
京
の
都
。
菊
の
香
漂
う
、
兵
法
学
者
吉
岡
鬼
一
法
眼
の
館

の
庭
。
鬼
一
は
、
平
治
の
乱
で
平
清
盛
に
滅
ぼ
さ
れ
た
源
義
朝
の
家

臣
で
あ
っ
た
吉
岡
三
兄
弟
の
長
兄
だ
が
、
い
ま
は
な
ぜ
か
平
家
側
に

与
し
て
い
る
。
そ
こ
で
三
男
の
鬼
三
太
は
、
そ
の
真
意
を
探
り
、
鬼

一
が
秘
蔵
す
る
兵
法
の
「
虎
の
巻
」
を
入
手
す
る
た
め
に
、
主
君
の

牛
若
丸
を
奴
の
虎
蔵
、
自
ら
を
奴
の
智
恵
内
と
偽
っ
て
、
鬼
一
館
の

奉
公
人
に
な
り
す
ま
す
。

　

虎
蔵
に
想
い
を
寄
せ
る
鬼
一
の
娘
皆
鶴
姫
は
、
二
人
の
素
性
を
知
っ

て
し
ま
う
。
物
影
で
聞
い
て
い
た
清
盛
の
使
者
湛
海
を
牛
若
丸
は
切

倒
し
、
鬼
一
に
見
参
し
「
虎
の
巻
」
を
受
け
取
ら
ん
と
、
皆
鶴
に
案

内
さ
せ
鬼
三
太
を
従
え
て
奥
庭
を
め
ざ
し
た
。

亭 (2 階部分) は奇棟づくり
でむくり屋根になっていま
す。亭の上には「ろじ」と
いう鳥の彫刻があります。
楽屋の側面や背面には、唐
獅子の木の彫刻などがあり
ます。高欄親柱には能狂言
のつり狐にまつわる飾り金
具がつけられています。

常
磐
山

と
き
わ
ざ
ん

呉
服
町
組

鬼
一
法
眼
三
略
巻 
今
出
川
菊
畑
の
場

き
い
ち
ほ
う
げ
ん
さ
ん
り
ゃ
く
の
ま
き　

い
ま
で
が
わ
き
く
ば
た
け
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御
幣
使　
　
　
　
　

  

大　

森　

一　

乃　
（
5
歳
）

三
役　

振　

付　
　
　

川　

村　

和　

彦

　
　
　

太　

夫　
　
　

竹　

本　

賀
桐
太
夫
（
三
役
修
業
塾
）

　
　
　

三
味
線　
　
　

豊　

澤　

湊　

祝
（
三
役
修
業
塾
）

役
者

　

鬼
一
法
眼　
　

 　

西　

野　
　
　

全　
（
13
歳
）

　

笠
原
湛
海　
　

 　

川　

村　

要　

太　
（
7
歳
）

　

皆
鶴
姫　
　

 　
　

大　

澤　

到　

将　
（
10
歳
）

　

虎
蔵
実
は
牛
若
丸　
　

川　

村　

旭　

弘　
（
9
歳
）

　

智
恵
内
実
は
御　

鬼
三
太　

横　

田　

莉　

大　
（
10
歳
）

厩



御
幣
使　
　
　
　
　

  

弓　

削　

晴　

外　
（
5
歳
）

三
役　

振　

付　
　
　

岩　

井　

紫　

麻

　
　
　

太　

夫　
　
　

竹　

本　

展
太
夫
（
三
役
修
業
塾
）

　
　
　

三
味
線　
　
　

豊　

澤　

龍　

三
（
三
役
修
業
塾
）

役
者

　

武
蔵
坊
弁
慶　
　

 

山　

本　
　
　

歩　
（
10
歳
）

　

侍
従
太
郎　
　

 　

有　

村　

国　

良　
（
10
歳
）

　

花
の
井　
　
　
　

 

菅　

井　

清
志
郎　
（
10
歳
）

　

卿
の
君　
　
　
　

 

千　

田　

煌　

生　
（
10
歳
）

　

信
夫　
　
　
　
　

 

中　

村　

泰　

清　
（
10
歳
）

　

お
わ
さ　
　
　
　

 

上　

田　
　
　

新　
（
10
歳
）

　

舞
台
方　
　
　
　

 

井　

上　

雄　

太　
（
10
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

上　

山　

寿　

輝　
（
10
歳
）

あ
ら
す
じ

　

時
は
鎌
倉
時
代
。
平
家
滅
亡
の
立
役
者
で
あ
り
ま
し
た
源
義
経
。
と
こ
ろ
が
時
の

将
軍 

兄
で
あ
る
源
頼
朝
か
ら
謀
反
（
む
ほ
ん
）
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

妻
卿
の
君
が
、
敵
方
平
時
忠
の
娘
で
あ
っ
た
為
で
す
。
そ
の
頃
、
卿
の
君
は
、
赤
ち
ゃ

ん
を
身
ご
も
り
教
育
係
で
あ
る
侍
従
太
郎
の
館
に
預
け
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

頼
朝
は
、
忠
誠
心
の
証
と
し
て
、卿
の
君
の
首
を
切
っ
て
渡
す
よ
う
命
令
い
た
し
ま
す
。

そ
の
命
を
受
け
、
家
来
武
蔵
坊
弁
慶
が
上
使
と
し
て
侍
従
太
郎
の
館
に
や
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
侍
従
夫
婦
に
こ
の
難
題
を
伝
え
ま
す
が
、
弁
慶
も
侍
従
夫
婦
も
、
身
ご
も
っ

て
い
る
卿
の
君
を
討
つ
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
身
代
わ
り
に
と
考
え
ら
れ
た

の
が
腰
元
信
夫
（
し
の
ぶ
）
で
し
た
。
侍
従
夫
婦
は
信
夫
と
、
娘
に
会
い
に
来
て
お

り
ま
し
た
母
お
わ
さ
に
身
代
わ
り
に
な
る
よ
う
に
懇
願
い
た
し
ま
す
。
信
夫
は
お
役

に
立
つ
の
な
ら
ば
と
承
諾
い
た
し
ま
す
が
、
お
わ
さ
は
18
年
前
に
別
れ
た
父
親
に
信

夫
を
会
わ
せ
る
ま
で
は
死
な
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
、
父
親
の
証
拠
と
な
る
振

袖
を
見
せ
涙
と
共
に
語
り
ま
す
。
そ
れ
を
聞
い
た
弁
慶
は
信
夫
を
斬
り
殺
し
ま
す
。

驚
く
お
わ
さ
、
侍
従
夫
婦
。
な
ん
と
弁
慶
が
信
夫
の
父
親
で
あ
っ
た
の
で
す
。

　

弁
慶
も
お
わ
さ
と
共
に
、
我
が
子
の
最
期
を
嘆
き
悲
し
む
の
で
し
た
。
侍
従
太
郎

も
自
害
し
、
偽
首
と
悟
ら
れ
な
い
よ
う
自
分
の
首
も
一
緒
に
渡
す
よ
う
弁
慶
に
頼
み

ま
す
。
我
が
子
と
侍
従
太
郎
の
二
つ
の
首
を
抱
え
、
弁
慶
は
館
を
後
に
す
る
の
で
し

た
。

亭の前後に分かれていて、
前の屋根には宝珠、後ろの
屋根にはつるぎが飾られて
います。舞台の前柱には、
立体的な表現をしている髙
砂の老夫婦の飾り金具があ
ります。のぼりの先には、
日と月の金具がつけられて
います。

ば
ん
ざ
い
ろ
う

瀬
田
町
組

御
所
桜
堀
川
夜
討　

弁
慶
上
使
の
場

ご
し
ょ
ざ
く
ら
ほ
り
か
わ
よ
う
ち　
　

べ
ん
け
い
じ
ょ
う
し
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御
幣
使　
　
　
　
　

  

田　

中　

心　

都　
（
4
歳
）

三
役　

振　

付　
　
　

千　

川　

貴　

楽

　
　
　

太　

夫　
　
　

竹　

本　

乾
太
夫

　
　
　

三
味
線　
　
　

森　

健　

太　

郎

役
者

　

渡
し
守 

頓
兵
衛　

大　

澤　

凛
太
郎　
（
11
歳
）

　

娘 

お
舟　
　

 　

  

廣　

瀬　
　
　

理　
（
9
歳
）

　

新
田
義
峰　
　
　

 

藤　

井　

蒼　

太　
（
8
歳
）

　

傾
城
う
て
な　
　

 

堤　
　
　

太　

一　
（
9
歳
）

　

六
蔵　
　

 　
　
　

野　

村　

直
太
郎　
（
8
歳
）

　

舞
台
方　
　
　
　

 

廣　

瀬　
　
　

樹　

（
13
歳
）

あ
ら
す
じ

　

場
面
は
六
郷
川
（
矢
口
の
渡
し
）
渡
し
守
の
頓
兵
衛
家
で
あ
る
。

足
利
氏
と
新
田
氏
の
戦
い
の
際
、
足
利
氏
に
加
担
す
る
頓
兵
衛
は
、

新
田
義
貞
の
子
義
興
を
矢
口
の
渡
し
で
騙
し
討
ち
に
し
て
足
利
氏
よ

り
恩
賞
を
得
て
裕
福
に
暮
ら
し
て
い
る
。

　

時
が
流
れ
、
頓
兵
衛
が
落
人
狩
り
の
留
守
中
に
、
義
興
の
弟
義
峰

と
妻
う
て
な
が
宿
を
求
め
て
訪
れ
る
が
、
頓
兵
衛
の
娘
お
舟
は
義
峰

の
男
ぶ
り
に
一
目
惚
れ
し
て
、
思
案
の
す
え
二
人
を
逃
が
す
。
お
舟

の
む
こ
に
な
り
た
い
下
男
の
六
蔵
の
通
報
で
戻
っ
て
き
た
頓
兵
衛
は
、

闇
に
ま
ぎ
れ
義
峰
め
が
け
て
突
き
刺
す
と
、
意
外
や
お
舟
が
身
代
わ

り
と
な
っ
て
い
た
。
息
絶
え
絶
え
意
見
嘆
願
す
る
お
舟
に
、
頓
兵
衛

は
耳
も
か
さ
ず
義
峰
討
つ
為
に
行
方
を
追
っ
て
飛
び
出
し
て
行
く
。

お
舟
は
瀕
死
な
が
ら
失
恋
の
絶
望
感
に
沈
み
な
が
ら
も
、
落
人
を
捕

獲
し
た
と
し
て
村
々
の
囲
い
を
と
く
合
図
の
太
鼓
を
力
の
限
り
打
ち

鳴
ら
す
。

　

頓
兵
衛
は
娘
の
死
を
見
て
も
改
心
せ
ず
、
な
お
も
義
峰
の
後
を
追

う
が
、
新
田
家
に
伝
わ
る
神
矢
に
貫
ぬ
か
れ
て
最
後
を
と
げ
る
の
で

あ
っ
た
。

亭は前に大きく出て、後部
も横に幅広くなったつくり
となっています。舞台屋根
の棟の上には、金銅製の羽
を広げた孔雀を飾っていま
す。胴幕には、虎の子渡し
図の刺繍がされています。

孔
雀
山

く
じ
ゃ
く
ざ
ん

神
戸
町
組

神
霊
矢
口
渡　

頓
兵
衛
住
家
の
場

し
ん
れ
い
や
ぐ
ち
の
わ
た
し　

    
と

ん

べ

ぇ

す

み

か
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御
幣
使　
　
　
　
　

  

三
ツ
橋　

碧　

葉　
（
5
歳
）

三
役　

振　

付　
　
　

岩　

井　

小　

紫

　
　
　

太　

夫　
　
　

竹　

本　

甚
太
夫
（
三
役
修
業
塾
）

　
　
　

三
味
線　
　
　

豊　

澤　

賀　

祝
（
三
役
修
業
塾
）

役
者

　

長
尾
弾
正
少
弼
輝
虎　

 

野　

坂　
　
　

颯　
（
11
歳
）

　

勘
助 

妻 

お
勝　
　
　
　

口　

直　

輝　
（
10
歳
）

　

直
江
山
城
守 

実
綱　
　

日　

置　

優　

智　
（
9
歳
）

　

直
江 

妻 

唐
衣　
　

中　

川　

葵　

大　
（
8
歳
）

　

勘
助 

母 

越
路　
　
　
　

口　

裕　

星　
（
12
歳
）

　

舞
台
方　
　
　
　

 

山　

岡　

朔　

士　
（
8
歳
）

あ
ら
す
じ

こ
こ
は
越
後
の
国 

長
尾
輝
虎
（
上
杉
謙
信
）
の
館
。
山
本
勘
助
の
母
越
路
と

妻
お
勝
が
訪
れ
る
。

輝
虎
の
家
老
直
江
山
城
守
の
妻
で
あ
る
勘
助
の
妹
唐
衣
が
出
迎
え
た
。
敵
味

方
と
成
っ
て
よ
り
、
母
の
顔
が
見
た
い
と
の
文
に
、
遠
路
国
へ
や
っ
て
き
た

母
。
山
城
守
は
引
き
出
物
と
し
て
、
将
軍
よ
り
拝
領
致
せ
し
小
袖
を
輝
虎
が

一
度
着
用
し
た
品
な
れ
ど
、
と
姑
に
差
し
出
す
。
越
路
は
言
わ
ば
輝
虎
が
古

着
で
は
無
い
か
と
拒
否
、
山
城
守
は
困
惑
し
て
料
理
で
、
も
て
な
し
を
と
用

意
を
さ
す
。
そ
の
膳
を
運
ぶ
人
こ
そ
、
烏
帽
子
直
垂
の
姿
で
現
れ
た
輝
虎
公

で
あ
っ
た
。

　

武
田
信
玄
の
軍
師
で
あ
る
山
本
勘
助
を
味
方
に
誘
い
込
む
為
の
策
略
、
そ

れ
を
越
路
は
見
抜
き
、
こ
の
膳
に
手
を
か
け
た
ら
恩
に
な
る
、
そ
れ
で
は
勘

助
の
鉾
先
が
緩
む
と
膳
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
。
輝
虎
は
堪
忍
出
来
ず
、
刀
に

手
を
か
け
斬
り
か
か
ら
ん
と
す
る
を
、
山
城
守
が
止
め
て
も
、
諫
言
し
て
も

怒
り
は
収
ま
ら
な
い
処
、
言
葉
の
不
自
由
な
お
勝
が
琴
を
取
り
出
し
歌
に
の

せ
て
詫
び
る
。
母
の
代
わ
り
に
我
を
斬
っ
て
欲
し
い
と
拝
む
姿
を
、
輝
虎
は

哀
れ
に
思
い
又
山
城
守
の
縁
も
有
り
思
い
止
ま
る
。

　

越
路
は
非
礼
を
心
で
詫
び
乍
ら
死
を
覚
悟
し
て
立
帰
る
。
お
勝
は
助
か
り

し
喜
び
と
、
母
に
感
服
し
な
が
ら
長
尾
館
を
後
に
す
る
。

亭の屋根は多くの棟からで
きています。胴幕は、牡丹
に唐獅子の図です。見送り
幕は、16世紀にベルギーで
織られたもので、重要文化
財のものと長浜市指定文化
財のものがあります。

翁 

山

お
き
な
ざ
ん

伊
部
町
組

信
州
川
中
島 
一
幕 
輝
虎
配
膳

し
ん
し
ゅ
う
か
わ
な
か
じ
ま　
　
　

   　
  

て
る
と
ら
は
い
ぜ
ん
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税務署 長浜西中学校

旧・図書館

郵便局

開知学校

中央駐車場

知善院

BK

大通寺

高田町

宮前町

役者夕渡り   午後6時～

長
浜
駅

長浜城
歴史博物館

長濱
八幡宮

長浜文化
芸術会館

えきまち
テラス

BKBK

ホテル交番

曳山博物館

湖北観光情報センター

黒壁

まちづくり
役場

旧
８
号
線

北
国
街
道

豊国神社 御旅所

駅前通り

大手門通り

翁山

常磐山

孔雀山

萬歳樓

1
今重角

2

1 真願寺前
札の辻

1

2

近江屋辻

会津屋辻

12 八幡横浜の辻
箕浦瀬田の辻

壱番山の場合　10:00　12:00
弐番山の場合　10:00　11:45
参番山の場合　10:00
四番山の場合　  9:30

常磐山 1 2

壱番山の場合　10:30　12:30
弐番山の場合　10:00　12:00
参番山の場合　　9:30　11:30
四番山の場合　　9:30　11:00

1 2翁 山

壱番山の場合　　9:00　11:00
弐番山の場合　　9:30　11:00
参番山の場合　　9:00　11:00
四番山の場合　　9:00　11:00

1 2萬歳樓
壱番山の場合　11:00
弐番山の場合　11:00
参番山の場合　10:00
四番山の場合　10:00

1孔雀山

自町狂言
金4/14

税務署 長浜西中学校

慶雲館 旧・図書館

郵便局

ヤンマーミュージアム

長浜鉄道
スクエア

開知学校

中央駐車場

知善院

長刀山

BK

大通寺

高田町

宮前町

長
浜
駅

長浜城
歴史博物館

長濱
八幡宮

長浜文化
芸術会館

えきまち
テラス

BKBK

ホテル交番

曳山博物館

湖北観光情報センター

黒壁

まちづくり役場

旧
８
号
線

北
国
街
道

豊国神社 御旅所

駅前通り

大手門通り

翁山

常磐山

孔雀山

萬歳樓

孔雀山 18:00

17:00萬歳樓

18:00 翁 山

近江屋辻

山蔵前

山蔵前

19:00 常磐山

片原町辻

十三日番
4/13 木

令和５年度 長浜曳山祭  子ども狂言執行場所（予定）

9

最新情報は
コチラ▼

※くじ順に　　を入れると便利です。

長浜市曳山博物館 HP

お祭りに関する情報



太刀渡り

高田町

税務署 長浜西中学校

慶雲館 旧・図書館

郵便局

ヤンマーミュージアム

長浜鉄道
スクエア

開知学校

中央駐車場

知善院

長刀山

BK

大通寺

宮前町

長
浜
駅

長浜城
歴史博物館

長濱
八幡宮
長濱
八幡宮

長浜文化
芸術会館

えきまち
テラス

BKBK

ホテル交番

曳山博物館

湖北観光情報センター

黒壁

旧
８
号
線

北
国
街
道

豊国神社 御旅所

駅前通り

大手門通り
12

3456
7

曳山が
曳行する
ルート

靑海山

鳳凰山 諫皷山

月宮殿

猩々丸 

春日山 

壽山 髙砂山 

本 日

全13基 勢揃い
長浜開町450年記念

⑦御旅所 18:00頃

4/15 土

常磐山

翁 山

萬歳樓

孔雀山

山 組

長刀組 9:30
出 発

10:45
着 席

14:00
(14:45)

15:25
(16:05)

16:45
(17:25)

18:05
(18:45)

9:45
(10:30)

11:50
(12:35)

11:00
(11:40)

13:10
(13:50)

12:10
(12:50)

14:30
(15:10)

13:20
(14:00)

15:40
(16:20)

壱番山

弐番山

参番山

四番山

八幡宮 鮒熊例席 金屋例席 一八例席 米嘉例席 札の辻例席 御旅所
1 2 3 4 5 6 7

※上が開演時間、下が終演時間。子ども狂言の上演時間は 40分です。

4/15  配信情報

4/15の子ども狂言を　
YouTube で配信▶

10

※　　の中にくじ順を入れると便利です。



千穐楽

　　壱番山の場合　14:00　15:30　17:30　19:30
　　弐番山の場合　10:00　15:30　17:30　19:30
　　参番山の場合　　9:30　11:30　17:00　19:30
　　四番山の場合　10:00　12:00　17:30　19:30

　　壱番山の場合　　9:00　11:20　15:30　19:00
　　弐番山の場合　　9:00　12:45　16:00　19:00
　　参番山の場合　10:00　14:00　16:00　19:00
　　四番山の場合　　9:00　12:30　15:15　19:00

　　壱番山の場合　11:20　14:00　　ー　　18:30
　　弐番山の場合　12:45　14:00　　ー　　18:30
　　参番山の場合　11:00　14:00　　ー　　18:30
　　四番山の場合　11:00　15:15　　ー　　18:30

　　壱番山の場合　11:20　15:00　18:00　20:00
　　弐番山の場合　10:00　12:45　16:00　20:00
　　参番山の場合　10:30　14:00　17:00　20:00
　　四番山の場合　12:30　15:15　18:00　20:00

常磐山

翁 山萬歳樓

孔雀山

※赤字は長浜文化芸術会館での上演開始時刻

千穐楽

千穐楽

千穐楽1回目 2回目 3回目

1回目 2回目 3回目

1回目 2回目 3回目

1回目 2回目 3回目

税務署 長浜西中学校

慶雲館 旧・図書館

郵便局

ヤンマーミュージアム

長浜鉄道
スクエア

開知学校

中央駐車場

知善院

長刀山

BK

大通寺

高田町

宮前町

長
浜
駅

長浜城
歴史博物館

長濱
八幡宮

長浜文化
芸術会館

えきまち
テラス

BKBK

ホテル交番

曳山博物館

湖北観光情報センター

黒壁

旧
８
号
線

北
国
街
道

豊国神社 御旅所

まちづくり役場

駅前通り

大手門通り

後宴狂言
日4/16

常磐山

翁 山

萬歳樓

孔雀山

3

千

1 2

2

1

千

3

1 2 3
千

常磐山

札の辻

かわ重前

安藤家前

願養寺

近江屋辻

会津屋辻

翁山 山蔵前

孔雀山 山蔵前（すべて山蔵前）

大安寺町 紺屋八幡辻

萬歳樓 山蔵前

千 …千穐楽

1   …1 回目の上演
2   …2 回目の上演
3   …3 回目の上演

※狂言時間は変更になることがあります。目安としてご覧ください。
※籤（くじ）順は 4月 13 日に決定します。
※マスクの着用（個人判断）、間隔を空けての観覧にご協力ください。
※天候や社会情勢により、行事内容・場所・時間が変更になることがあります。
※最新の情報が判り次第、長浜曳山文化協会 Facebook 等でも告知いたします。
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※くじ順に　　を入れると便利です。
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